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■ 

寄
贈
日
　
令
和
５
年
２
月
８
日
㈬

福
祉
施
設
へ
備
品
寄
贈

令
和
４
年
度
　
租
税
教
室
開
催

・完全非接触型検温機
　dotcube………１台

・サーキュレーター加湿空気清浄機…１台
・作業テーブル……２台

特
定
非
営
利
活
動
法
人
宇
都
宮
市
知
的
障
害

者
育
成
会
／
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
大
曽

作
業
所

　宇
都
宮
市
大
曽
４
ー
12
ー
10

一
般
社
団
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム

栃
木
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
長
岡

宇
都
宮
市
長
岡
町
２
９
３

社
会
貢
献
活
動
委
員
会
は
、
７
月

23
日
に
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ブ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
映
画
鑑
賞
会
」
の
浄
財
を
宇
都

宮
市
内
の
福
祉
施
設
２
カ
所
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
備
品
を
寄
贈
し
た
。

な
お
、
寄
贈
先
に
つ
い
て
は
、
宇

都
宮
市
役
所
障
が
い
福
祉
課
を
通
し
、

寄
付
希
望
施
設
を
募
り
、応
募
の
あ
っ

た
施
設
の
中
か
ら
、
委
員
会
で
贈
呈

先
を
選
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
10
月
19
日
に
宇
都
宮
カ
ン

ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
た
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
浄
財
は
、

宇
都
宮
市
内
の
「
親
と
子
ど
も
の
居

場
所
」
に
対
し
、
備
品
を
寄
贈
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

■ 

寄
贈
日
　
令
和
５
年
２
月
８
日
㈬

明治南小学校

田原西小学校

平石中央小学校

岡 本 小 学 校

簗 瀬 小 学 校

城山東小学校

城山西小学校

清原北小学校

西 原 小 学 校

新 田 小 学 校

〃

〃

今 泉 小 学 校

〃

〃

〃

陽 南 小 学 校

〃

姿川中央小学校

海 道 小 学 校

谷中　久志

船田　雅弘

関本　順一

桐花　昇市

小林　正明

矢古宇栄次

矢古宇栄次

小倉　一智

明賀　一博

青柳　勝男

青柳　勝男

青柳　勝男

川人　健司

川人　健司

阿久津雄一

鈴木　隆夫

細谷　好弘

橋本　　栄

徳原　龍樹

名村　史絵

５月27日

〃

６月７日

６月８日

〃

６月10日

６月16日

〃

６月17日

６月22日

〃

〃

６月24日

〃

〃

〃

〃

〃

６月28日

〃



法人会キャラクター けんた 

（一部抜粋）

＊令和４年12月23日に閣議決定された令和５年度税制改正大綱等に基づいています。今後の国会審議等にご留意ください。

税制改正 あらましの

法人会 速報版令和５年度版　
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提供：宇都宮市おもてなし推進委員会

宇都宮市おもて
なし推進委員会
が作成する宇都

宮に関する歴史や文化、餃
子・カクテル・ジャズなど
様々な分野の知識が深めら
れる検定です。
　詳しくは、宮のもの知り
達人検定公式ホームページ
をご覧ください。

①明治10（1877）年　 ②明治18（1885）年
③明治19（1886）年　 ④明治22（1889）年

ＪＲ宇都宮駅前の田川に
初めて「宮の橋」が架けられたのは、
いつでしょうか。

Q

現在の宮の橋近辺
答えは、12ページです。

http://www.
miya-monoshiri.
com

宮のもの知り達人検定宮のもの知り達人検定
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企 業 紹 介

［石井横田支部］株式会社 日成メディカル

［駅東支部］永伝創株式会社

［マロニエ支部］東栄設備工業株式会社

［上三川支部］株式会社 タイヤセンター上三川

□住所：宇都宮市問屋町3426番地42
□ＴＥＬ：028-657-5311　□ＦＡＸ： 028-656-9530
□事業種：医療機器販売

代表取締役／益　子　和　大

弊社は1977年の設立以来、40年以上にわたり関東の病院を中
心に医療機器の販売を行っている「医療機器の総合商社」です。
医療を必要とする全ての患者様が最適な医療を受けられるよう、
カテーテルなどの医療消耗品から画像診断装置等の大型機器ま
で、国内外メーカー商品を幅広く取り扱い、医療機器の安定供
給と適正使用の情報提供を行っております。経営理念である
「自利とは利他なり」というお客様第一主義の下、医療を支え
ることを使命にこれからも日々邁進してまいります。

□住所：宇都宮市簗瀬町1969-8　□ＴＥＬ：028-633-7227
□ＦＡＸ： 028-633-0205　□ＵＲＬ：https://eidenso.com/
□事業種：WEB集客・印刷サービス

代表取締役／永　井　宏　樹

弊社ではホームページ制作からネット集客サポート、印刷
サービスまで、集客に関わるさまざまな業務をトータルで承っ
ています。 お客様のお悩みや課題を詳しく伺った上で、どのよ
うなホームページや会社案内を制作したらよいか、どうやって
集客を図るべきかを考え、常にベストの施策をご提案させてい
ただきます。

代表取締役／黒　澤　佳　樹

弊社は宇都宮駅西口白沢街道沿いで給排水空調設備の管工事
業を営んでおります。事業内容は官公庁発注の施設、民間のオ
フィスビル、マンション、工場、福祉施設、教育施設、一般住
宅等を手掛けております。
お客様の快適な生活環境を維持し､快適で豊かな社会･生活環

境創りの担い手として、『水と空気の快適空間を創造する』を
モットーに豊かな環境作りに努力し社会に貢献していきます。
私たちはこれからも精進し、邁進して参りますので、今後と
も変わらぬご愛顧を頂きますよう宜しくお願い申し上げます。

代表取締役／石　川　裕　一

創業26年目を迎え、乗用車から大型トラックのタイヤ販売・
交換・メンテナンスを主とし、一般のお客様の「愛車」から法
人様の「働くクルマ」まで幅広いお客様のサポートをさせてい
ただいております。また、県内随一の広々とした敷地で、大型
トラックやトレーラーの旋回も可能です。期間限定のkeeperコ
ーティングもご好評頂いております。経営理念でもある「お客
様第一主義」の精神から、満足度の高い商品提供、高い技術提
供に常に挑戦し、企業価値の向上を目指します。
是非、お気軽にお問い合わせください。

<事業内容>
●ホームページ制作 (企画立案から、制作、運営、更新業務まで )
●ネット集客サポート (日々のホームページの更新作業や、SEO
　対策、集客のための広告展開 )
●印刷サービス (会社案内やパンフレット、チラシ、DM、名刺他 )

□住所：宇都宮市今泉町445
□ＴＥＬ：028-621-8370　□ＦＡＸ： 028-621-6357
□ＵＲＬ：https://touei-s.com　□事業種：管工事業

□住所：河内郡上三川町しらさぎ２丁目24番地１
□ＴＥＬ：0285-55-1223　□ＦＡＸ：0285-55-1224
□ＵＲＬ：https://www.tc-kaminokawa.co.jp/
□事業種：タイヤ販売・サービス業
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企 業 紹 介

［陽南幕田支部］株式会社 ヤスノプランニング［雀宮支部］株式会社 小川組

［河内支部］株式会社 ひびき（ふくしの道具や ひびき）［城山支部］中華 美智都
み ち の く

創業21年目を迎えた「ふくしの道具専門店」。生まれたばか
りのお子様から、人生のエンディングを迎えるお年寄りの方ま
で、自分らしく生きるための身近な道具をご提供させて頂いて
おります。「座れば愉快だ宇都宮」の下、どのようなお身体の
方でもご自身でお座り頂ける「椅子」を、日々、手作りしてお
ります。栃木県内で唯一の座位保持装置製作業者「ふくしの道
具や　ひびき」を、皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

□住所：宇都宮市西川田町1092
□ＴＥＬ：028-658-4468　□ＦＡＸ：028-658-4331
□事業種：印刷業

代表取締役／安　野　嘉　政代表取締役／小　川　真　一

弊社は昭和47年から続いた印刷会社を前身に、平成25年に設
立した印刷会社です。
県内のお客様を中心に、名刺・封筒・チラシ・パンフレッ
ト・冊子・複写伝票など紙ベースの商品を手がけ、地元密着で
営業活動を展開しています。
「会社のイメージを変えたい！」「自社の商品を宣伝した
い！」「自社の取り組みを内外に発信したい！」などご要望が
ございましたらお声かけ下さい。全力でビジネスのお手伝いを
させていただきます。

□住所：宇都宮市下横田町624
□ＴＥＬ：028-653-5491　□ＦＡＸ：028-653-2056
□事業種：建設業

弊社は宇都宮を中心に県内の土木工事を請け負っている会
社です。公共事業では道路・河川・舗装などのインフラ整備。
民間事業では外構工事や基礎工事を行っております。
また、おかげさまをもちまして今年で創業100周年を迎える
ことができました。今後も長年培ってきた技術で安全かつ丁
寧な施工を行っていきます。

□住所：宇都宮市下岡本町1996番地２
□ＴＥＬ：028-671-8161　□ＦＡＸ：028-671-8162
□事業種：栃木県指定居宅介護サービス事業所　0972100424

介護保険居宅介護（予防）福祉用具賃与、福祉用具販売、住宅
改修工事栃木県内各市・町における給付受託事業者・身体障が
い児者補装具・委託契約・障がい児者日常生活用具・委託契約

代表取締役／見　目　真　一

□住所：宇都宮市駒生町1819　□ＴＥＬ：028-652-0891
□定休日：毎週火曜日、第２・４水曜日
□営業時間：11:00～14:00　17:00～21:00
　　　　　　※スープがなくなり次第営業終了
□事業種：飲食業

美智都は大谷街道沿い、宇都宮方面からは東北自動車道の高
架を過ぎてすぐの場所にあります。試行錯誤を重ねて作り上げ
た「焼き餃子」はコクのある醤油味をベースにし、他にはない「ク
ワイ」入りでシャキシャキとした食感を楽しむことができます。
ニンニク、ショウガなども効かせていてパンチのある味わいで
す。また、スーラータンメンなども人気ですので、ぜひご賞味
ください。

代表／青　木　宏　徳
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青年部会会員募集

［事業内容］

［入会資格］

［お問合せ・お申込み］公益社団法人 宇都宮法人会  事務局  TEL：028-648-9466

青年部会は、さまざまな研修会、親睦交流を通じて次代を担う経営者としての資質向上を図り、
法人会の行う事業活動に積極的に参画し、法人会活動の充実と活性化に寄与しています。

★租税教室の開催
★経営者育成セミナーの開催
★税金ウルトラクイズ大会の開催
★全国大会（青年の集い）参加
★チャリティゴルフ大会参加
★宇都宮税務署長表敬訪問
★地域イベントへ出展　など

経営者育成セミナー 税金ウルトラクイズ大
会 租税教室講師

宇都宮法人会会員の方で50歳以下
の経営者、またはそれに準じる方。

第
５
回 
税
金
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

租
税
教
室

税金ウルトラクイズ決勝戦

司会者のメグローサさんじゃんけん大会風景

佐藤幹事 細谷副部会長

明賀部会長 徳原副部会長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
２
年
間
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
税
金
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
で
し
た
が
、
去
る
２
月
25
日
㈯

に
今
回
は
感
染
症
対
策
も
考
慮
し
な
が

ら
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、

コ
ロ
ナ
前
と
同
様
の
設
え
と
は
い
か
ず
、

委
員
会
内
で
も
こ
こ
ま
で
な
ら
で
き
る

だ
ろ
う
と
線
引
き
を
も
み
合
い
考
え
な

が
ら
設
営
に
挑
む
形
と
な
り
、
率
直
に

来
場
し
た
児
童
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
且

つ
勉
強
に
な
る
内
容
だ
ろ
う
か…

集
客

は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か…

一
抹
の
不

安
も
あ
り
な
が
ら
の
事
業
実
施
と
な
り

ま
し
た
。

場
所
は
不
特
定
多
数
に
発
信
す
る
形

で
は
な
く
、〝
と
ち
ぎ
健
康
の
森
〞
の

ホ
ー
ル
を
借
り
て
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

不
安
視
し
て
い
た
集
客
も
無
事
80
名
の

参
加
者
を
募
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と

一
安
心
。

最
初
は
、
緊
張
を
ほ
ぐ
す
こ
と
も
考

慮
し〝
ビ
ン
ゴ
大
会
〞を
開
催
。
案
の
定
、

児
童
た
ち
は
大
盛
り
上
が
り
。

場
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
〝
税
金
ウ

ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
〞
を
ス
タ
ー
ト
。
や
は

り
前
座
が
効
い
た
の
か
難
し
い
問
題
に

も
前
向
き
に
考
え
、
答
え
て
い
る
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
税
金
に
関
す
る
ク
イ

ズ
を
15
問
出
題
し
た
後
、
正
解
数
の
多

か
っ
た
参
加
者
を
10
名
選
出
し
壇
上
で

決
勝
戦
を
行
い
ま
し
た
。
問
題
の
難
易

度
も
上
が
る
中
、
会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ

も
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
惜
し
く
も

決
勝
に
残
れ
な
か
っ
た
児
童
も
、
一
緒

に
参
加
し
て
い
る
感
が
ホ
ー
ル
内
に

漂
っ
て
、
壇
上
の
10
名
も
真
剣
そ
の
も

の
。
そ
ん
な
児
童
た
ち
を
見
て
、
非
常

に
完
成
度
が
高
く
且
つ
税
知
識
の
さ
ら

な
る
向
上
と
普
及
・
啓
発
を
図
る
有
意

義
な
事
業
に
な
っ
た
と
ス
タ
ッ
フ
で
あ

る
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
新
た
な
手
ご
た
え

を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
〝
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
〞
を
開

催
し
ま
し
た
。
真
剣
勝
負
だ
っ
た
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
か
ら
普
段
の
ゲ
ー
ム
感
覚

に
戻
り
、
み
ん
な
自
然
体
で
和
気
藹
々

と
し
て
い
ま
し
た
。

場
所
も
設
え
も
変
更
し
た
第
５
回
で

し
た
が
、
ホ
ー
ル
と
い
う
特
性
を
逆
に

い
か
し
た
設
営
、
心
配
で
あ
っ
た
集
客

数
も
ク
リ
ア
し
、
し
ば
ら
く
続
く
と
思

わ
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
時
代
に

も
マ
ッ
チ
し
た
対
外
事
業
の
形
が
で
き

た
の
か
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
各
支
部
と
連
携
し
な
が
ら
租

税
教
室
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
令
和
４
年
５
月
27
日
の
田
原

西
小
学
校
を
皮
切
り
に
令
和
５
年
２
月

２
日
の
豊
郷
北
小
学
校
ま
で
の
計
９
校

を
青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
に
て
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
税
金
の
重
要
性
や
納
税
意

識
を
啓
発
す
る
一
助
に
な
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新
年
税
務
研
修
会

一
泊
税
務
研
修
会

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
研
修
会

令
和
５
年
１
月
18

日
㈬
13
時
30
分
か
ら

護
国
会
館
に
於
い
て
、

新
年
税
務
研
修
会
を

出
席
者
23
名
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
一
部
　
新
年
税
務
研
修
会
は
、
宇

都
宮
税
務
署
副
署
長
茅
野
純
也
様
を
講

師
に
迎
え
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
今

後
の
税
務
行
政
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
令
和
４
年
12
月
23
日
「
令
和
５
年

度
税
務
改
正
の
大
網
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
消
費
課
税
〝
適
格
請
求
書
保
存
方

式
に
係
る
見
直
し
〞
と
な
り
ま
す
。
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度

が
開
始
す
る
令

和
５
年
10
月
１

日
登
録
開
始
日

と
し
て
登
録
さ

れ
ま
す
。
当
該

事
業
者
は
事

前
に
登
録
申
請

書
を
提
出
し
、

登
録
通
知
が
届

く
ま
で
一
定
の

期
間
を
要
す
る

た
め
事
前
準
備

が
必
要
で
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
事
前
準
備
の
基

本
項
目
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
登
録
編
・

売
手
編
・
買
手
編
と
円
滑
な
開
始
に
向

け
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
定
刻
い
っ
ぱ

い
ま
で
学
び
の
時
間
で
し
た
。

第
二
部
　
新
春
座
談
会
を
正
副
部
会

長
・
監
事
・
顧
問
と
宇
都
宮
税
務
署
茅

野
副
署
長
様
・
空
本
統
括
国
税
調
査

官
・
石
原
上
席
国
税
調
査
官
及
び
舘
野

専
務
理
事
・
事
務
局
を
交
え
て
初
の
座

談
会
を
15
名
出
席
に
て
開
催
致
し
、
女

性
部
会
の
活
動
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

特
に
社
会
貢
献
活
動
で
は
、
手
作
り
介

護
用
品
の
寄
贈
が
24
回
目
を
む
か
え
た

事
、
高
校
生
対
象
の
税
金
〇×

ク
イ
ズ
、

小
学
生
対
象
の
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
等
。
そ
し
て
、
宇
都
宮
の
ご

当
地
名
産
品
や
名
物
料
理
な
ど
の
紹
介
。

さ
ら
に
、
顧
問
に
よ
る
部
会
長
時
代
の

出
来
事
や
本
会
運
営
の
難
し
さ
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
意
見
交
換
致
し
ま
し
た
。

（
副
部
会
長
　
小
杉
恵
子
）

12
月
２
日
㈮
、
法
人
会
館
に
て
恒
例

と
な
り
ま
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

感
染
拡
大
対
策
の
た
め
、
定
員
22
名

と
し
ま
し
た
。
ミ
ス
デ
イ
ジ
ー
・
相
澤

美
知
子
先
生
の
ご
指
導
で
、
今
回
は

ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ
ワ
ー
「
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」
を
作
製
。
ペ
ン
チ

で
ワ
イ
ヤ
ー

を
切
る
作
業

等
は
、
皆
様
、

慣
れ
た
も
ん

で
す
。
和
や

か
な
雰
囲
気

の
中
、
ど
れ

も
個
性
あ
る

素
敵
な
作
品

に
仕
上
が
り

ま
し
た
。
大

切
に
保
管
し

て
、
来
年
も

飾
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
永
井
京
子
）

12
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮
の
両
日
、
感

染
拡
大
対
策
を
十
分
し
た
上
で
、
群
馬

県
伊
香
保
方
面
を
訪
ね
ま
し
た
。

１
日
目
は
国
指
定
文
化
財
「
臨
江
閣
」

見
学
。
群
馬
県
庁
舎
31
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
ラ
ン
チ
。
ガ
ト
ー
フ
ェ
ス
タ
ハ
ラ

ダ
の
工
場
見
学
。
竹
久
夢
二
美
術
館
散

策
。
そ
し
て
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
、
く
つ

ろ
ぎ
ま
し
た
。

２
日
目
は
水
沢
観
音
の
参
拝
や
石
段

街
を
散
策
し
、
前
橋
市
の
と
ん
と
ん
広

場
で
ラ
ン
チ
。
最
後
は
あ
し
か
が
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
の
日
本
三
大
に
入
っ
て
い

る
す
ば
ら
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

見
学
、
感
激
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
て
い
た
税
務
研
修
会
を
３
年
ぶ
り

に
実
施
で
き
ま
し
た
の
は
、
部
会
長
は

じ
め
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
陰

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
相
互
の
親
睦
を
兼
ね
た
、
有
意

義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
厚
生
委
員
長
　
牧
野
美
代
子
）
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宇都宮税務署からのお知らせ

宮のもの知り達人検定宮のもの知り達人検定 A
明治18（1885）年に宇都宮駅が開業すると、翌19年に駅と市街中
心部を結ぶため、田川に橋長約30mの木橋が架けられました。昭和
32（1957）年にコンクリート橋（橋長49m）となり、平成7（1995）
年に再び架け替えがなされ、橋幅が広げられました。

答えは、
③明治19（1886）年です。
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宇都宮税務署からのお知らせ

令和５年10月に消費税のインボイス制度が始まります

申請手続

インボイス
制度
特設サイト

チャット
ボットは
こちらから

税の百人一首  優秀作品



理

会

税

士

泫
　
法
基
通…

法
人
税
基
本
通
達

取
引
先
の

破
産
手
続
開
始
と

税
務
上
の
貸
倒
れ
処
理

（
文
責  

関
東
信
越
税
理
士
会  

宇
都
宮
支
部

若
山
寿
裕
）

法
人
の
有
す
る
金
銭
債
権
に
つ
い

て
、
税
務
上
、
貸
倒
損
失
の
計
上
が
認

め
ら
れ
る
た
め
の
事
実
と
そ
の
対
象
と

な
る
金
額
及
び
損
金
算
入
時
期
に
つ
い

て
は
、
次
の
1
に
示
す
３
つ
の
取
り
扱

い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
処
理
の
基
準
と

破
産
手
続
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し

ま
す
。

1
３
つ
の
貸
倒
れ
処
理
の
基
準

①
法
律
上
の
貸
倒
れ

会
社
更
生
法
、
金
融
機
関
等
の
更
生

手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
、
会
社

法
、
民
事
再
生
法
の
規
定
等
に
よ
り
切

り
捨
て
ら
れ
た
金
額
は
、
そ
の
事
実
が

生
じ
た
事
業
年
度
の
損
金
の
額
に
算
入

さ
れ
ま
す
（
法
基
通
９
–
６
–
１
）。

②
事
実
上
の
貸
倒
れ

債
務
者
の
資
産
状
況
、
支
払
能
力
等

か
ら
そ
の
全
額
が
回
収
で
き
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
明

ら
か
に
な
っ
た
事
業
年
度
に
お
い
て
貸

倒
れ
と
し
て
損
金
経
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
法
基
通
９
–
６
–
２
）。

③
形
式
上
の
貸
倒
れ

継
続
的
な
取
引
を
行
っ
て
い
た
債
務

者
の
資
産
状
況
、
支
払
能
力
等
が
悪
化

し
た
た
め
、
そ
の
債
務
者
と
の
取
引
を

停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
取
引

停
止
の
時
と
最
後
の
弁
済
の
時
な
ど
の

う
ち
最
も
遅
い
時
か
ら
１
年
以
上
経
過

し
た
と
き
等
に
、
そ
の
債
務
者
に
対
す

る
売
掛
債
権
（
貸
付
金
な
ど
は
含
み
ま

せ
ん
。）
に
つ
い
て
、
そ
の
売
掛
債
権

の
額
か
ら
備
忘
価
額
を
控
除
し
た
残
額

を
貸
倒
れ
と
し
て
損
金
経
理
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
法
基
通
９
–
６
–

３
）。

2
破
産
手
続
と
貸
倒
れ
処
理

①
破
産
手
続
に
法
律
上
の
貸
倒
れ
処
理

は
妥
当
し
な
い

上
記
1
①
の
「
法
律
上
の
貸
倒
れ
」

は
、
一
定
の
法
律
等
の
規
定
に
基
づ
き

債
権
の
切
り
捨
て
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
破
産
法
に
基

づ
く
破
産
手
続
は
、
債
権
を
切
り
捨
て

て
消
滅
さ
せ
る
手
続
で
は
な
い
た
め
、

こ
の
処
理
は
妥
当
し
な
い
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
す
。

②
事
実
上
の
貸
倒
れ
と
す
る
場
合

上
記
1
②
の
「
事
実
上
の
貸
倒
れ
」

は
、「
そ
の
全
額
が
回
収
で
き
な
い
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
」
事
業
年
度
に

お
い
て
、
損
金
経
理
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
破
産

法
に
よ
る
場
合
、
文
言
上
は
、
破
産
手

続
が
終
了
す
る
（
破
産
終
結
決
定
）
ま

で
、
破
産
債
権
の
貸
倒
れ
処
理
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
実
際
に
は
破
産
手
続
に
よ

る
債
権
者
へ
の
配
当
は
期
待
で
き
な
い

こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な

場
合
で
も
、
破
産
終
結
決
定
ま
で
貸
倒

損
失
の
計
上
を
待
た
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
の
も
実
務
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
事
実
上
の
貸
倒
れ
処
理
の
可
否
が

争
わ
れ
た
次
の
裁
決
例
で
示
さ
れ
た
判

断
は
、
実
務
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

「
な
お
、
破
産
の
手
続
の
終
結

前
で
あ
っ
て
も
破
産
管
財
人
か
ら

配
当
金
額
が
零
円
で
あ
る
こ
と
の

証
明
が
あ
る
場
合
や
、
そ
の
証
明

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
債
務
者
の
資
産
の
処
分
が
終
了

し
、
今
後
の
回
収
が
見
込
ま
れ
な

い
ま
ま
破
産
終
結
ま
で
に
相
当
な

期
間
が
か
か
る
時
は
、
破
産
終
結

決
定
前
で
あ
っ
て
も
、
配
当
が
な

い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
法

人
税
基
本
通
達
９
–
６
–
２
（
筆

者
注
：
上
記
②
の
事
実
上
の
貸
倒

れ
処
理
）
を
適
用
し
、
貸
倒
損
失

と
し
て
損
金
経
理
を
行
い
、
損
金

の
額
に
算
入
す
る
こ
と
も
認
め
ら

れ
る
。」（
平
成
20
年
６
月
26
日
裁

決
（
裁
決
事
例
集
№
75
））

③
形
式
上
の
貸
倒
れ
と
す
る
場
合

破
産
債
権
を
上
記
1
③
の
「
形
式
上

の
貸
倒
れ
」
と
し
て
処
理
を
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
貸
倒
れ
処
理

の
対
象
が
売
掛
債
権
に
限
ら
れ
る
こ
と

や
、
取
引
停
止
後
１
年
以
上
の
期
間
が

必
要
な
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。
こ

の
場
合
、
ま
ず
は
個
別
評
価
の
貸
倒
引

当
金
を
積
み
、
取
引
停
止
後
１
年
以
上

経
過
し
た
段
階
で
備
忘
価
額
を
残
し
て

貸
倒
れ
処
理
を
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
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健
康
の
お
話

沼
尾




